
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
四
号

決
算
調
整
資
金
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
決
算
調
整
資
金
を
設
置
し
、
予

見
し
難
い
租
税
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
の
決
算
上
不
足
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
場
合
に

お
い
て
、
こ
の
資
金
か
ら
そ
の
不
足
を
補
て
ん
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
般
会
計
に
お
け
る
収
支
の
均
衡
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
資
金
の
設
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
決
算
調

整
資
金
（
以
下
「
資
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
資
金
の
所
属
及
び
管
理
）

第
三
条
　
資
金
は
、
一
般
会
計
の
所
属
と
し
、
財
務
大
臣

が
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
管
理
す
る
。

（
資
金
へ
の
繰
入
れ
）

第
四
条
　
政
府
は
、
各
会
計
年
度
の
一
般
会
計
に
お
い

て
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
剰
余
金
の
金
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
債
又
は
借
入
金
の
償
還
財
源
に
充
て
る
べ
き
金
額

を
控
除
し
て
得
た
金
額
を
限
り
、
当
該
年
度
の
翌
々
年

度
ま
で
に
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
会

計
か
ら
資
金
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
政
府
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
れ
の
ほ
か
、
特

別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
資
金
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
資
金
に
充
て
る
財
源
）

第
五
条
　
資
金
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
繰
入
金
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
預
託
し

た
場
合
に
生
ず
る
利
子
を
も
つ
て
充
て
る
。

（
資
金
の
預
託
）

第
六
条
　
資
金
に
属
す
る
現
金
は
、
財
政
融
資
資
金
に
預

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
預
託
し
た
場
合
に
生
ず
る
利
子

は
、
資
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
か
ら
の
歳
入
へ
の
組
入
れ
）

第
七
条
　
資
金
に
属
す
る
現
金
は
、
各
会
計
年
度
の
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
不
足
を
生
ず
る
こ
と
と
な

る
場
合
に
限
り
、
当
該
年
度
の
翌
年
度
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
当
該
不
足
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
額
（
以
下

「
決
算
上
不
足
額
」
と
い
う
。
）
を
補
て
ん
す
る
た
め
、

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
不
足
を
生
ず
る
こ
と
と
な

る
会
計
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
に
組
み
入
れ
る
も
の

と
す
る
。

２
　
前
項
の
決
算
上
不
足
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
資
金
の
経
理
）

第
八
条
　
資
金
の
受
払
い
は
、
歳
入
歳
出
外
と
し
、
そ
の

経
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
資
金
か
ら
の
歳
入
組
入
れ
に
関
す
る
調
書
）

第
九
条
　
財
務
大
臣
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

資
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
入
に
組
み
入
れ
た
と
き
は
、

そ
の
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
内
閣
は
、
前
項
の
調
書
を
次
の
常
会
に
お
い
て
国
会

に
提
出
し
て
、
そ
の
承
諾
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
調
書
を
会
計
検
査
院
に
送
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
金
に
係
る
計
算
書
）

第
十
条
　
財
務
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
資
金
に
属
す
る
現
金
の
増
減
及
び
現

在
額
の
計
算
書
（
当
該
計
算
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を

記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式

そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機

に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
財
務

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
内
閣
は
、
財
政
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
歳
入

歳
出
決
算
を
会
計
検
査
院
に
送
付
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
前
項
の
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
内
閣
は
、
財
政
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

歳
入
歳
出
決
算
を
国
会
に
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
項
の
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
債
整
理
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
等
）

第
二
条
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
金
に
属
す
る

現
金
を
一
般
会
計
の
歳
入
に
組
み
入
れ
る
場
合
に
お
い

て
、
資
金
に
属
す
る
現
金
が
決
算
上
不
足
額
に
不
足
す

る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
当
該
不
足
す
る
額
を
限
り
、

国
債
整
理
基
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
金
」
と

い
う
。
）
か
ら
基
金
に
属
す
る
現
金
を
資
金
に
繰
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
は
、
基
金
の
状
況
、
国
債

の
償
還
見
込
み
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
国
債
の
償

還
等
基
金
の
運
営
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
属
す
る
現
金
を
資
金

に
繰
り
入
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
繰
り
入
れ
た

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
ま
で
に
、
予
算
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
繰
入
金
に
相
当
す
る
金
額
を
、

一
般
会
計
か
ら
資
金
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
繰
入

金
に
相
当
す
る
金
額
は
、
直
ち
に
基
金
に
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第

一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）

は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二

十
四
条
第
二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び

第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
五
月
三
一
日
法
律
第
九

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
三
日
法
律
第

一
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条
　
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

1


